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（1）対象地域 

南福島地域の沿岸地域 

TEPCO による海水中の放射性セシウム濃度のモニタリング地点は F1、T-57、T-S5、T-12、T-17-1 であっ

た。MAFF による沿岸生物相における放射性セシウム濃度のモニタリングは A1-A4、T4、T5 及び点線内の

地域で行われた。T-57、T-S5、T4(以上海水のモニタリング地点)、A1-A4、T4、T5(以上沿岸生物相にお

けるモニタリング地域)は BFW(Beach Front Water:海岸線からの距離< 1km、水深< 50m)に、T-12 及び

T-17-1(以上海水のモニタリング地点)、点線内の海岸線からの距離が 10km 未満の地域(以上沿岸生物相

におけるモニタリング地域)は NCW(Near Shore Coastal Waters: 海岸線からの距離> 1km、<10 km、水深

< 100m)、点線内の海岸線からの距離が 10km より大きい地域(沿岸生物相におけるモニタリング地域)は

OCW(Offshore Coastal Waters:海岸線からの距離> 10km、水深> 100m)に属する。 
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（2）重要な図表 

生物学的コンパートメントモデルは、11 の生物学に基づくコンパートメントと 4 つのサブコンパートメ

ントからなる。各生物コンパートメントのある時間 t における 137Cs 濃度 Bn(t)[Bq/kg-wet]は、その時間

における海水中 137Cs 濃度と食物中濃度によって決定された。Bn(t)の経時的変化は、等式を解くことによ

って導き出され、Bn(t)と浄化速度の関係式を用いて半減期(EHL)が算出された。このシミュレートされた

半減期と実際の半減期を生物コンパートメントごとに示した結果が示されている。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 本論文では、魚類の生活様式や食性により、放射性セシウムの蓄積濃度の減少パターンが異なること

が報告されている。したがって、モニタリングする際は、回遊性、底生性、プランクトン食性、魚食性

等の生活様式を考慮したうえで、各様式の代表的な魚類をモニタリングする必要が重要であると考えら

れる。 

 

（2）流出挙動・経路 

なし 

 

（3）除染の際の留意点 

なし 

 

（4）担当者のコメント 

本論文は、生物学的コンパートメントモデルを用い、各生物コンパートメントにおける 137Cs 濃度の半

減期について、シミュレートしている。他の 137 Cs 汚染源や移行パラメーターを必要とする底生生物の計

算結果以外は、概ねシミュレーション値と実測値の桁が揃っていた。このことは同モデルを用いた各生

物コンパートメントにおける 137Cs 濃度の経時変化結果と合わせて、モデルの適用可能性が高いことを示

唆している。今後、生物学的コンパートメントモデルを改善する上で、参考にできると考えられる。 

プランクトンや藻類、それらを主食とする魚類中放射性セシウム放射能は海水中の放射性セシウム放

射能から精度よく予測可能だが、底生魚類や魚食性魚類の予測は海水放射能からは本モデルでは予測で

きなかった点は重要。このことは、後者の魚類に関しては底泥付近の食物網を含めた挙動および食物網

を介した移動が大きな影響を与えていることを示唆している。 


